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会社概要 
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社名：  株式会社 SUSUBOX 
設立日： 2012年4月13日 
資本金： 100万円 
本社： 茨城県つくば市天久保2-9-2 リッチモンド2番街 
     FPGA-CAFE/FabLab Tsukuba 
事業内容： 電子機器の研究開発・製造・販売業務， 
         受託開発業務，FabLab施設／喫茶店の運営 



2008年3月21日 
 

店舗工事開始 
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FPGA-CAFE/FabLab Tsukuba 
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FPGA-CAFEのできるまで 

• 大学の研究プロジェクトで知り合った先生が
きっかけ． 

• 一緒に改装工事を手伝うなら家賃はタダ！ 

• 君のセンスで好きにしてよい． 

• 直ぐに隣に引っ越して作業開始！ 
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Menu 
 

• Blend Coffee Hot/Ice ¥380- 
• Earl Grey Tea Hot/Ice ¥380- 
• Darjeeling Tea Ice ¥380- 

• Ginger Ale ¥280- 
• Mineral Water ¥150- 
• 2SC1815 x5 ¥100- 

• Force Sensitive Resistor ¥700- 
• 20ch GPS Receiver LS20126 ¥6,000- 
• Arduino Duemilanove 328 ¥3,200- 
• Altium Nano Board 3000 ¥60,900- 

• HDL Virtex5 Board EDX-006 ¥103,950- 
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FabLabサービスのご利用条件 

作品をオープンソースにするという条件の下 

各ツールを無償でご利用頂けます。 
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ご利用方法 
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1. カフェのカメラで作品を撮影してください。 
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自動的にカフェのWebサイトにUpされます。 



２. 「FAB」フォルダにソースを残してください。 
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３. wikiに作品の紹介を載せてください。 
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各ツールで使用したパラメータなども残してください。 



FabLabとは 
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FabLab Utrecht 

FabLab Boston AS220 Labs 

• 分野を越えた、 
 ものづくりの世界ネットワーク 
 
• 2012年8月現在 世界で全135ヵ所 



FabLabとは、以下の５つの条件を満たした工房である。 
 
(1) FabLab憲章の理念に従って運営され、ファブラボ憲章を印刷して掲示 
  してあること. 
 
(2) 少なくとも週1日は市民に（無料で）一般公開されていること. 
 
(3) 世界のFabLab標準機材を最低限揃えていること 

（2011年現在、レーザーカッター、CNCミリングマシン、CNCルーター、
ペーパーカッター、電子工作機材一式、ビデオ会議システム。ただしこの
セットアップは過渡的なものであり、 FabLab標準機材は毎年少しずつ
進化していきます）.  
参考：fablab2.0 http://fab.cba.mit.edu/about/fab/inv.html  

 
(4) ウェブ環境を活用して、ものづくり知識やデザイン等の共有活動 
  （オープンソース化）に取り組んでいること. 
 
(5) 世界FabLab会議で登録され、世界中のFabLabコミュニティに認知 
  されること. 

FabLabの定義 
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FabLab Japan 
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FaｂLab鎌倉 
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FaｂLab鎌倉 
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製品製造数の分類 
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・ 大量生産品 

  食料品、日用品、家電製品、自動車など 

 

・ 一品物 

  美術・工芸品、装飾・服飾品など 

あらゆる製品は混在しており、分類困難 

・ 量産品と一品ものが混在する製品 

  医療・福祉機器、建物など 



製品製造数の分類 
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価格 

 

安価 

 

 

 

高価 

大量生産品 

 

 

 

一品物 

TAT* 

 

短期間 

 

 

 

長期間 

製造数 
 

１０００～ 

 

 

 

１～１００ 

*TAT : Turn Around Time （製造に要する時間） 
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基本的に職人や技師による手作業により製造 

・ アート作品、贈り物・献上品 

・ 義歯、インプラント、義手・義足、補聴器 

・ 試作品 

１～１００個（一品物） 
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機械により製造 

・ 清涼飲料水、冷凍食品、コンビニのお弁当 

・ 定型のTシャツ、肌着、スニーカ 

・ ファミリーカー 

・ 携帯電話 

１０００個以上（量産品） 



製品製造数の分類 
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価格 

 

安価 

 

 

 

高価 

大量生産品 

 

 

 

一品物 

TAT 
 

短期間 

 

 

 

長期間 

製造数 
 

１０００～ 

 

 

 

１～１００ 

１００～１０００個の領域 



The Long Tail 
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The Long Tail 
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The Long Tail 

• ニーズの多様化に伴う少量多品種化 

• ヒット商品がない？ 

• これまでの工場生産型での限界 
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これまでと全く異なった生産方式が必要 



Prosumer（生産消費者）=  
             Producer（生産者） + Consumer（消費者） 

1980年にAlvin Toffler氏が農業革命，産業革命に次ぐ， 
「第三の波」の中で，生産者であり，消費者であるという 
意味として提唱．必要なものは自分で作るという，農業 
革命以前の社会構造が再び構成されることを示している． 
 

オープンソースのバザール型開発手法の発想そのもの． 



ニコニコ技術部 



ニコニコ技術部 



ニコニコ技術部 



Make: 



Make: Tokyo Meeting 05 



Make: Tokyo Meeting 05 



PROSUME2010 



PROSUME2010 



PROSUME2010 



PROSUME2010 



PROSUME2010 



安価なラピッド・プロトタイピング・ツールの出現 
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MakerBot社 Replocator 

$1,790- （約１４万円） 

STRATASYS社 Mojo 

$9,900- （約１28万円） 
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プロシューマが生まれて来た背景 
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• インターネットにより個人の発表の場が生まれ、 

  販売・流通が可能となった。 

 

• 安価なラピッド・プロトタイピング・ツールの出現 
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FabLabはビジネスになるのか？ 



ビジネスモデル１ 
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• 機材・設備の時間貸し 

• ワークショップ／講座 

• コンサルティング 



TechShop 
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ビジネスモデル２ 
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マーケティング・ツールと割り切る 
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１． FPGAモジュール・システム 

 

２．超短納期基板製造装置 

 

  これらを用いた受託開発 

主な事業内容 



FPGA: Field Programmable Gate Array 

プログラム可能なチップ 



What is FPGA? 

半導体製造工場 

開発者 

回路図 
（LSIレイアウト図など） 

フォトマスクベース 
のLSI 

納期： 

スタンダード・セル方式ASIC : 数ヶ月間 

ストラクチャードASIC : 数週間 

通常のLSIの製造工程 



What is FPGA? 

回路図 
（HDL, System-C） 

納期： 

再構成可能集積回路 : 数ns～数秒間 

コンパイルした 

ビットストリームを直接ダウンロード 

何度でもプログラムが可能． 

FPGAによる回路実装 

開発者 



FPGAだけでは、 
インターフェース等の変更には対応できない！ 



FPGAモジュール・システム 

数十種類のモジュール群 

（５０種類程度を予定） 

select 

Main Module 

Combine 

目的のボードを構築 

１．豊富な種類の機能モジュール 

２．必要最小限のコスト 

Sub Module 

発注から数分でカスタマイズされた基板を提供可能！ 
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Modules & Applications 

映像・表示 
 NTSC入出力 
 Analog-RGB 
 キャラクタLCD 
 携帯向けカラーLCD 
 CMOSカメラ 

通信・ストレージ 
 UART 
 Ethernet 
 PS/2 
 USB 
 MicroSDカード 
 IDE (P-ATA3) 

駆動系  
パルスモータ・ドライバ 
 DCモータ・ドライバ 
 DC24V/AC100V-SSR 

アプリケーション 
 オブジェクト・トラッキング 
 パターン認識 
 2Dシューティングゲーム 
 フィールドサーバ 

音 
 コンデンサマイク入力 
 0.5Wスピーカ出力 
 ライン入出力 

センサ 
 温度 
 湿度 
 CO2濃度 
 日射量 
 圧力 
 加速度 
 地磁気 
 GPS 



Personal Fabricator 

3Dプリンタ+FPGAで 
殆どのものが作れる。 

実際には： 
• 基板の作成 

• 部品の搭載 

• ハンダ付け 

• 組み立て etc 

          が必要。 

Personal Fabricator はまだできないが、 
Group Fabricator くらいなら既に実現可能！ 
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チップマウンタ 

リフロー炉 

基板加工機 

超短納期基板製造装置 
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まとめ 

• 消費者＝生産者となる可能性。 

• インターネットによる個人発表、販売の場と、安価なラピッ
ド・プロトタイピング・ツールの出現。 

 

 

• FabLabはプロシューマを育成・支援するためのコミュニティ 

• 大学など教育機関の一部としては運営し易い。 

• ビジネスとしては、１．機材の時間貸し、２．ワークショップ、
３．コンサルティングなどが考えられる。 

• マーケティング・ツールとして割り切る手もある。 
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プロシューマ 

FabLab 


